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サイバーポート（港湾管理分野）の概要

議題①



〇港湾行政手続の電子化 〇調査・統計業務の効率化（電子化）

〇港湾に関する様々な情報を電子化する「サイバーポート」のうち、港湾管理分野においては「港湾行政手続（港
湾管理者関連手続）の電子化」及び「調査・統計業務の効率化（電子化）」を図る。

○「港湾行政手続の電子化」については、NACCS対象手続の利便性向上と、NACCS対象外手続の電子化を図る。

○「調査・統計業務の効率化」については、基幹統計である港湾統計等を対象にシステム化を図る。

○手続・統計の一連の業務行程を一貫して電子化し、ワンスオンリー化等を達成することで業務効率化等を図る。

NACCS対象外手続

当初の係留申請 入出港届 シフト先の係留申請 実績報告バースウィンドウ等

データの紐付け・利活用による業務効率化利用状況の可視化 料金通知の迅速化

一連の情報を一貫して電子化し、申請ステータス、使用料等を管理

（電話 / FAX 等） 電子化（個別手続） （電話 / FAX 等）電子化（個別手続）

・調査票の作成・提出
・手続データの活用・反映
・紙、外部データの取込
・エラーチェック、照会 等

調査票データ

港湾管理者関連の行政手続

業務行程（概要）
※

・入出港届

・係留施設使用許可申請

・船舶運航動静通知

・海側施設使用許可申請

・陸側施設使用許可申請

NACCS対象手続

現状

サイバーポート
（調査・統計）

業務行程（概要）

現状 （紙 / メール） （紙 / メール）

港湾統計データ集計表データ

・集計表の作成・提出
・外部データ取込
・エラーチェック、照会 等

・港湾統計データの作成
・エラーチェック 等

※必要に応じて既存システム
との連携を行う。

港湾関連の調査・統計

港湾統計（基幹統計） その他の調査・統計
※実装時期は今後検討

・入港日
・船名、総トン数
・国籍、用途
・係留場所、時間

入港船舶
・乗込人員
・上陸人員

船舶乗降人員
・仕向港 / 仕出港
・品名、数量
・コンテナ種類、個数
・シャーシ台数 等

海上出入貨物

港湾統計（国）
集計表（港毎）

集計

集計

調査票

業務行程の電子化
（ワンスオンリー化）

・各貨物流動調査（コンテナ、
バルク、ユニットロード）
・港湾取扱貨物関係調べ

等

【想定される効果】

作業負担の軽減

統計の早期公表化

サイバーポート

サイバーポート

利便性の向上 【想定される効果】

業務の効率化

行政サービスの向上手続の拡張※

※適切な拡張の在り方を検討する

・港湾施設使用関係

・港湾区域関係

・臨港地区関係

・その他

税関

検疫
関係行政機関

入管

港湾

NACCS

データ
連携

①事前調整

・日時、岸壁の確認
・随時の変更調整

②申請 / 許可 ③入港、シフト ④実績報告

・最終的な日時、岸壁
の申請 / 許可

・入出港届の提出
・港内シフト先の予約

・使用実績の報告
・使用料の通知

・調査票の作成・提出
・調査票の確認 / 照会

・集計表の作成・提出
・集計表の確認 / 照会

・港湾統計（月報、年報等）
の編さん・公表

⑤調査票の
作成等

⑥集計表の
作成等

⑦港湾統計の
作成等

※入出港に関する業務行程
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